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 白山では外来植物の侵入を軽減させるために，登山道上に種子除去マットが設置されている。甚之助避難小

屋付近の登山道上に設置された種子除去マットに溜まった土を回収し，プランターに蒔き付け，発芽する植物

を調べた。その結果，現地由来と思われるヒゲノガリヤス,エゾノギシギシなどのほかに，低標高地より侵入したと

思われるウド,ネジバナ,ヒメジョオンなどと，試験中に周囲から飛散したと思われるスギ，タケニグサなどが確認さ

れた。これらのことから，登山者の靴についた土には，多くの植物の種子が付着し運ばれている可能性があり，

一部は定着するものと思われ，今後も外来植物の侵入に注意が必要と考える。 

 

はじめに 

 

白山国立公園は，日本を代表する山岳国立公園の

一つであり，豊かな高山植物群落がある日本最西端

の高山帯を有し，生物多様性の保全上，重要な場所

である。その一方で，登山道や山小屋など人が利用

する施設を中心に本来白山には生育していない外来

植物の侵入が確認されており，在来種との交雑や在

来植物の被圧など，生態系への悪影響が懸念されて

いる。外来植物の分布の拡大は，登山者の靴底や山

小屋等への空輸の荷物に付着した種子の持ち込みが

主要な要因とされ，国立公園の生態系の保全におい

て重要な課題となっている。 

白山国立公園では，2000年頃から外来植物の分布

調査や除去・侵入防止対策が段階的に進められ，2011

年（平成 23年）から白山生態系維持回復事業として

包括的な外来植物の対策が実施されている。 

外来植物の侵入防止のための種子除去マットは

2007年から導入され，現在は環境省や NPO法人環白

山保護利用管理協会等により，別当出合など主要な

登山口や多くの登山者が利用する山小屋などの施設

周辺に設置されている。種子除去マットは，登山シ

ーズン中のみ設置し冬前には回収するマットタイプ

と，年間を通じて常設する金網マットタイプがある。

いずれも溜まった土砂には外来植物の種子が含まれ

ると考えられるため，定期的に土砂を回収し，国立

公園外へ搬出している。これらのマットでは，2008

年にはオオバコなどの外来植物の種子が捕捉される

ことが確認されているが，種子の同定は非常に難し

いため，マットに捕捉される種子の実態については，

十分な知見が得られていない。そこで，2021年に回

収した土砂を用いて発芽試験を行い，登山者によっ

て運ばれる種子の実態を確認することとした。 

なお，本稿をまとめるにあたり環境省白山自然保

護官事務所の皆様にご指導，ご協力を頂き，さらに，

植物の同定に際しては，白山高山植物園の白井伸和

氏にご指導を賜ったことに感謝します。 
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方法 

 

試験を行った種子除去マットは白山の最も登山者

が多い砂防新道の甚之助避難小屋付近（標高 1975ｍ）

に設置された常設タイプのもの（写真 1）を用いた。

2021 年 10 月に現地で回収した土は麻袋に入れ持ち

帰り，10月 4日に白山市木滑（標高 300ｍ）におい

てポリプロピレンプランター（650mm×225mm×180m

m）に蒔き付けた。蒔き付けに際して，市販の赤玉土

を厚さ 10cm 程度敷きつめ，混入しているかもしれ

ない種子の発芽を防ぐため，熱湯を赤玉土に十分か

けた。赤玉土が十分冷えた後に回収してきた土を厚

さ3cm程敷きつめた。4個のプランターに土を敷き，

1 個は赤玉土だけの対照区とした。5 個のプランタ

ーは直接雨の当たらない軒下に置き，新たに種子が

飛来して入らないようラップをした。ラップは翌年

春に取り外し，適宜散水して植物の発芽，成長を促

進した。発芽した植物の調査は，2021年12月10日，

2022 年 11 月 7日，2024年 10 月 9 日に行い，種ご

との発芽本数を記録したが，発芽した時点では種名

が分からないものも多く，成長するまで育成した。

2023年，2024年には，開花，結実などして同定しや

すくなった時点で掘りとり腊葉標本にした。2024年

10月 9日にすべてを掘りとり同定した。 

また，2022年 9月 13日と 2025年 8月 6日には，

甚之助避難小屋のマット設置箇所周辺の主な植生を

記録した。 

 

結果 

 

マット設置箇所周辺の主な植生は，ヒゲノガリヤ

ス，フキ，ゴマナ，タテヤマアザミ，イタドリ，シ

シウド，ミヤマセンキュウ，ヤマハハコ，タカネス

イバ，ミヤマハンノキ，ダケカンバ，ナナカマドな

どであった。 

発芽した植物のうち，回収土を入れたプランター

から翌年までに発芽したものを，回収土に種子が混

入していたと判断し，3年目以降に発芽したものや，

対照区プランターから発芽したものは原則として試

験開始後に周囲から混入したものと判断したが，試

験地周辺には生育しないものは回収土に混入してい

たとした。さらに回収土から発芽したものを，マッ

トの周囲に自生するものと，低地から運ばれてきた

と思われるものに区分した。この結果，マットの周

囲に自生するものから発芽したものは，ヒゲノガリ

ヤス，イブキゼリモドキ，ヒメスゲ，エゾノギシギ

シ，サワオトギリ，ショウジョウスゲ？，ノコンギ

ク，ミヤマスミレ，ハガクレスゲ，ダケカンバ，ヤ

マヌカボの 11 種類だった。低標高地より侵入した

と思われるものは，ウド，ヒロハハナヤスリ？，コ

ジュズスゲ，ネジバナ，タチカタバミ？，ハハコグ

サ，セイヨウタンポポ，アオスズメノカタビラ，ヒ

メジョオン，イヌトウバナ 10種類だった。試験中に

後から周囲より飛来したと思われるものが，オオア

レチノギク，オオバコ，イヌコウジュ，ヒメジョオ

ン，ハハコグサ，オニタビラコ，ヌカキビ，アオス

ズメノカタビラ，スギ，スミレｓｐ，ニガナ，カタ

バミ，カゼクサ，タケニグサの 14種であった（表 1，

写真 2，3，4，5，6）。なお種名のあとに？がつくも

のは種名が確定できなかったものを表す。 

 

まとめ 

 

登山者の靴に付いた土には，多くの植物の種子が

付着し運ばれている可能性があり，一部のものは定

着するものと思われる。種子の移動を防ぐことは極

めて困難と思われるが，国立公園の利用にあたって

の問題の一つとして普及啓発を図っていく必要があ

る。 

写真 1 種子除去マット設置状況 



八神・有本・稲葉：白山における外来植物種子除去マットの土から発芽した植物 

－3－ 

 

 

 

 

 

表1　由来別発芽状況
種名 2021.12.10 2022.11. 7 2023 2024．10．9

ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ 28 8 ◎

ｲﾌﾞｷｾﾞﾘﾓﾄﾞｷ 1

ﾋﾒｽｹﾞ 2 1

ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ 19 14 11

ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ 1 1⃣ 1

ｼｮｳｼﾞｮｳｽｹﾞ？ 1 ①

ｳﾄﾞ 3 3

ﾋﾛﾊﾊﾅﾔｽﾘ？ 1 1⃣

ﾈｼﾞﾊﾞﾅ 2 1⃣ 1⃣

ﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ？ 4 ①

ﾊﾊｺｸﾞｻ 1

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 1 ①

ｺｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ 1 ①

ｱｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ③

ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ 1

ｵｵﾊﾞｺ 1⃣1

ｲﾇｺｳｼﾞｭ 1⃣

ﾆｶﾞﾅ？ 1

ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ 1

ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ 15 10 ◎

ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ 10 13 6

ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ 4 1 1⃣

ﾉｺﾝｷﾞｸ 6 2⃣

ﾐﾔﾏｽﾐﾚ 1 1

ﾊｶﾞｸﾚｽｹﾞ 1 ① ⑤

ｳﾄﾞ 23 9

ﾈｼﾞﾊﾞﾅ 1 1⃣

ｺｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ 1 ①

ﾊﾊｺｸﾞｻ 1⃣

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ①

ﾇｶｷﾋﾞ 1⃣

ｱｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ①

ｽｷﾞ 1

ｵｵﾊﾞｺ ①1

ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ 2 2 ◎

ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ 1 1 1

ｲﾌﾞｷｾﾞﾘﾓﾄﾞｷ ①1

ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ 1 ①7⃣ 1

ﾉｺﾝｷﾞｸ 1 1

ﾊｶﾞｸﾚｽｹﾞ 1 ②

ﾈｼﾞﾊﾞﾅ 2 3⃣

ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ 1 ③

ﾊﾊｺｸﾞｻ 5 ① ②

ｺｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ 1 ② 2

ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ 2 ②

ｽﾐﾚSP 1

ﾆｶﾞﾅ 1

ｶﾀﾊﾞﾐ 1

ｽｷﾞ 1

ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ 3 1 ◎

ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ 4

ｲﾌﾞｷｾﾘﾓﾄﾞｷ 1

ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 1 2

ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ 2

ﾉｺﾝｷﾞｸ 1 1⃣

ﾊｶﾞｸﾚｽｹﾞ？ 9 ⑦

ﾔﾏﾇｶﾎﾞ 1 ①

ｳﾄﾞ 7 5

ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ 1 ③

ﾈｼﾞﾊﾞﾅ 1 1⃣

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 1 ①

ｺｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ 1 ②

ﾀｶﾞﾈｿｳ 1 ①
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ｱｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ①

ｽｷﾞ 2

ｶｾﾞｸｻ 1 1

ﾀｹﾆｸﾞｻ 1 2 2

ﾆｶﾞﾅ 1

ｽｷﾞ 1 1 1

◎：大株

○：4～6月に開花、結実個体を堀取り

□：7～10月に開花、結実個体を掘取り

対照区

試

験

中

侵

入

№4

試験中侵入

写真 2 2023．7．10 №1 

写真 3 2023．7．10 №2 

写真 4 2023．7．10 №3 

写真 6 2023．7．10 対照区 

№1 

写真 5 2023．7．10 №4 


